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1.  概観 1 2 
ミャオ語には、事物の存在地点を表す表現に典型的に用いられる語類が存在する。それが場所詞で
ある。場所詞は、意味的には「上、下、前、後、中、外、左、右」などの位置関係を表す表現である。
統語的には、場所詞は動詞項資格者で特徴を共有するグループを形成する。他の動詞項資格者である、
名詞と類別詞との区別に注目すると、以下のような特徴を指摘できる。 
 (1) 指示詞と直接共起する3 
 (2) 類別詞と直接共起しない 
 (3) 数詞と直接共起しない 
初めの２点において名詞と異なり、最後の点で類別詞と異なる。また、場所詞は、典型的には、存在
動詞 maA「ある」の前の位置、動詞 nnjonA「～に位置している、住んでいる、座っている」や直示移
動動詞 muB「行く」、daA「来る」、luB「来る」、あるいは文法化した動詞 qoC「～に位置する」の項
としてこれらの動詞の直後に表れる。例えば、以下の例では、場所詞 heeBsaA が名詞 aAntseC-ntonC
「木の梢」の直後に位置して指示詞-eB と共起して、動詞 nnjonA の直後の位置に現れている。 
  
 (1) tsoC- seA,  uC,  ronA nnjonA  aAntseC-ntonC  heeBsaA  -eB.  
    then  say   INT  2SG  be.at    edge-tree       top       DEM 
    そこで（姉妹は）言った。「あら、あなたは木の梢にいるのね。」『白鶴仙と虎』 
 
この他に、場所を指示する指示表現があり、統語的には場所詞と近似の振舞を見せるので、指示場
所詞とよび、本稿で取り扱う。指示場所詞は、指示詞とは直接共起しないので、上記の場所詞の特徴
のうち、(1)の特徴は満たさないことになるが、これは、指示場所詞の中に指示詞が内包されているか
らであろう。以上の場所詞の種類について、2.1 節と 2.2 節で記述を行う。 

1 本稿は、田口（2016, 2017）に引き続き、羅泊河ミャオ語の記述を行うものである。この企ての趣
旨、記述の方法、表記の仕方などは田口（2016）に準じる。本稿では、特に断りのない限り、「ミャ
オ語」とは羅泊河ミャオ語を指す。 
2 本稿で使用する略語を以下に示す。 
1：一人称              2：二人称           3：三人称          CLF：類別詞 
COP：コピュラ         DEM：指示詞        FLL：フィラー      INT：間投詞 
     LOC：場所詞           MO：修飾標識       N：名詞            NMLZ：名詞化 標識 
NUM：数詞             PL：複数            PN：固有名詞       PRT：助詞 
QO：着点              SG：単数 
3 共起する当該要素だけで、使用できる単位となるという意味である。 
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また、ミャオ語においては、位置関係表示の基準は、話者（がもつ位置とその志向性）と事物（が
もつ位置とその志向性）の 2 通りがある。ミャオ語は、事物に志向性がある場合、話者基準に優先し
て事物基準を使用する場合がある。これについては、2.3 節で述べる。 
 
2  場所詞の種類 
2.1 指示場所詞 
これらの語は、指示詞と同様、直示的及び照応的指示を行うことができるが、統語的な振る舞いは、
場所詞とほぼ同じである。したがって、場所詞のメンバーとし、指示場所詞とよぶ。これには以下の
表にあげる 2 つのタイプがある。 
 
 teeA-＋指示詞 類別詞＋指示詞 
近接指示 teeAnonB, nonB ntheeBnonB 
遠隔指示 teeAeB ntheeBeB 
 
最もよく使われる指示場所詞は、指示詞に teeA-がついた形式をもつ形態素である。4 近接指示の
場合には、指示詞と同形の nonB も使用される（一方、eB という指示場所詞はない）。例えば、以下
のような例における nonB がそれである。ここでは、指示場所詞の teeAeB と nonB が対比的に慣用的
表現として用いられている。 
  
 (2) danB teeAnpheB  -eB   honA-  muB tiB   zonC  llanA  kuBdoB honA- muB  suaiB  
    CLF  girl        DEM  then    go   take  NUM  CLF   torch   then   go   throw   
 
 teeAeB suaiB  nonB  llanA. 
 LOC   throw  LOC  CLF 
 「その女の子は、7 つのたいまつを持って行ってあっちにひとつ、こっちにひとつと投げた。」 
 『卵から生まれた娘（一）』 
 
次に、場所を類別する類別詞 nthanB と指示詞が共起する形式に由来する場所詞がある。この形式
は、類別詞が音韻的に弱音節化しており、5 指示場所詞の一種とみなす（この点については、田口 2017
に説明がある）。以上の 2 つの指示場所詞については、使用上互換性が認められる。 
 
2.2 他の場所詞 
その他の場所詞には以下のようなものがある。いくつかの場所詞には、heeB-という音節が見られ
る。これは、場所詞特有の標識と思われる。この音節は、指示詞あるいは名詞と共起する場合には現

4 この teeA-は名詞化標識と同様の形式であり、起源的には同じものである可能性がある。 
5 母音/ee/は弱音節の母音を表す。音声的には、後続母音に同化した短い持続の母音で実現する。 
－ 16 －

れないことがある。また、いくつかの場所詞は、名詞由来であり、派生標識 taA-をもつ。6 以下では、
これらについてひとつひとつ意味的な特徴の記述を行う。 
 
本稿該当箇所 ミャオ語の場所詞 日本語訳 
2.2.1  heeBsaA 上 
2.2.2 heeBviB 上 
2.2.3 taAhuB 上 
2.2.4 heeBtiA 下 
2.2.5 heeBduC 下 
2.2.6 taAqaB, teeAtoC 下 
2.2.7 heeBntronA, taAntronA, taAzreeBntronA 中 
2.2.8 taApoBntronA 真ん中 
2.2.9 aAntranB, taAntranB 外、端、脇、隣 
2.2.10 ciBdiA 前 
2.2.11 aAnghlenA, taAnghlenA 前面、面前 
2.2.12 teeBqwenA 後 
2.2.13 aAndroBroA, taAndroBroA 背後、裏 
2.2.14 aAyoA, taAyoA 左 
2.2.14 aAhnenC, taAhnenC 右 
2.2.15 heeBnaB （～の）辺り 
 
2.2.1 heeBsaA「上」 
heeBsaA は、話者を基準とした表現としては、話者よりも高い位置を指す。また、物の上面あるい
は表面を場所として捉える表現として、物を表す名詞とともに使用する。まず話者の位置を基準とし
た表現の例をあげる。 
  
 (3) aiAjoA, qliBtsonA, peAtaC’zenA  zuC   heeBsaA  -eB   -waC. 
    INT    INT      PN           reach  LOC     DEM  PRT 
 「ああ、畜生め、白大人は上の方に行きやがったな。」『貴州大戦』 
 
 (4) aAzruC  nnjonA saA   -eB   -siA, jenA. 
    clothes   be.at   LOC  DEM  PRT  INT 
 「服はもともと上にあったんじゃないか。やれやれ。」『虎に食われる運命』 
 
次に、物の上面あるいは表面を表す場合の例をあげる。 
  
 

6 この taA-も名詞化標識と関係がある可能性がある。 
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 (5) danB wwuB     teeAtanA  tsoC- tiB   qaB       muB qoC  wwuB    teeA-   hluA  
    CLF  son-in-law  small     then  take  excrement  go   QO  son-in-law NMLZ  big    
 
 -moA  saA  choC. 
 MO   LOC bed 
 「一番下の義理の息子は、大便を持って行って一番上の義理の息子のベッドの上に置いた。」
『トウモロコシの芯を贈る』 
 
次の例はコンサルタントによる作例である。 
  
 (6) niB mmiA eeBkoA  qweC  qoC  heeBsaA  aAtoApiB. 
    3   take   hat      hang  QO  LOC     wall 
 「彼は帽子を壁に掛けた。」（他把帽子挂在墙上。）7 
 
また、heeBsaA は、特に表面や上面という位置を明示するのではなく、場所として名詞概念を捉えて
いることを示す用法もある。例えば、以下のような例である。 
 
 (7) honA-  muB  saA jiB,   honA-  muB  ndzanB nkanC  maB  nchuC, … 
    then    go    top  street  then    go   cut     meat   buy  cigarette 
 「それから町へ行って肉やたばこを買って．．．」『ミャオ族の婚礼』 
 
この例では、「町」という概念を場所として提示しているのだと思われる。さらに、コンサルタント
による作例であるが、tienC’szC’ heeBsaA -eB nbuA（◇◇テレビ◇◇上◇DEM◇見る）「テレビで見た」
などもこの例と考えられる。 
 
2.2.2 heeBviB「上」 
heeBviB は、話者のいる場所を基準として、土地の高低においてより高いところを表す場所詞であ
る heeBsaA には、そのような限定はない。さらに、heeBviB は、比喩的に、行政上の高位に位置する
場所を表すのに用いられる。 
  
 (8) tsoC-  chiA   tsoC-  suaiB  … ndoC  qoC  heeBviB -loA. 
    then   angry  then   throw     throw  QO  LOC    PRT 
 「そこで、（彼は）怒って（竜の首を）山の上に投げてしまった。」『龍がもたらした水源』 
 
2.2.3 taAhuB「上」 
 また、物の上部を表す表現として、身体部位を表す名詞 aAhuB「頭」から派生したと考えられる
taAhuB「頭部、上部」がある。この語は、本来は名詞であり、場所詞とともに用いられるが、文脈が
あればそれ自身が場所詞として用いられる場合もあるようである。意味的には、身体部位から比喩的

7 例文の日本語訳の後の括弧内には聞き取りに使用した漢語表現を示す。 
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に派生した意義をもつ。例えば、次のようなものの上部を表す場合である。以下の例はコンサルタン
トによる作例である。 
  
 (9) aAzronA  taAhuB -eB   maA danB  cenA. 
    door      LOC   DEM  exist  CLF   insect 
 「扉の上の方に虫がいる。」（门上面有一个虫子。） 
 
2.2.4  heeBtiA「下」 
heeBtiA は、話者基準の表現としては、話者よりも低い位置を指す。また、物が基準となる場合に
は、物より下の空間を場所として捉える表現として、物を表す名詞とともに使用する。まず話者の位
置を基準とした表現の例をあげる。 
  
 (10) tsoC- zroCseA, naB  ronA muB nnjonA heeBtiA  -eB   donB  -manA. 
     then  say      FLL  2    go   be.at   LOC    DEM  wait   PRT 
 「そこで（父は）言った。「おまえ、下に行って待っていろ。」」『龍がもたらした水源』 
 
次に、物が基準となり、物より下の空間を場所として捉える場合の例をあげる。この例では、先行文
脈で登場している木が基準となっている。 
  
 (11) heeBtiA  tsoC- maA  wwuA- danB yonA   szA-  ntroC, eeBtrhonA  -qeeAleC  tsoC-  ntruA  
     LOC    then  be.at NUM   CLF  dragon  RCP  fight   gun       only      then   hit  
  
 danB  noC  -eB   ponA  luB. 
 CLF   bird  DEM  fall    come 
 「（木の）下では二頭の龍が戦っていたが、（彼は）一発でその鳥を打ち落とした。」『張打槍』 
 
2.2.5 heeBduC「下」 
heeBviB（2.2.2）に対して、heeBduC という場所詞があり、話者のいる場所を基準として、土地の高
低においてより低いところを表す。さらに、heeBduC は、比喩的に、行政上の下位に位置する場所を
表すのに用いられる。テキストからの例をあげる。 
  
 (12) jeB   hoAerCwanA jeB   niB  jonC  teeA-   ngaC,   niB  tsoC-  qoC   heeBduC  -loA. 
     FLL  PN          FLL  3   COP  NMLZ  strong  3    then   move  LOC     PRT 
 「何二王は強い人物であったが、下の方に下りて行った。」『貴州大戦』 
 
2.2.6 taAqaB「下」、teeAtoC「下」 
物の下部を表す表現として、身体部位を表す名詞 aAqaB「お尻」から派生したと考えられる taAqaB
「下部、底」と teeAtoC「脚」と同形の teeAtoC「脚部」がある。これらの語は、本来名詞であり、場
所詞とともに用いられるが、文脈があればそれ自身が場所詞として用いられる場合もあるようである。
taAqaB は、意味的には、立体的物体の「底」、物体が容器である場合、容器内部の「底」、物体と地面
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との間に空間がある場合の物体の「陰（になっている空間）」などの意味を表す。teeAtoC「脚」は、
意味的には、立体的物体が脚をもつ場合の「脚」や、物の地面との接地面に近い「下部」を指すのに
用いられる。まず、taAqaB の例をあげる。8 
  
 (13) hlaC-npanC  jeB   niB … niB mmiA  niB miC    muB puC   saA  aAchoC, niB truB  
     moon-ice    FLL  3     3   take    3   mother  go   sleep  LOC bed     3   burn 
 
 thanC  qwaC  qaB   choC  panA  niB  miC    ntiC. 
 coal   cross  LOC  bed   give   3    mtoher  warm.up 
 「冬になると、彼は母親をベッドで寝かせ、ベッドの下で炭を焚いて母親を温めた。」『鳥の 
 教え』 
 
次に、teeAtoC の例をあげる。ここでは、地面との接地面に近い山の下部を指している。 
  
  (14) tsoC-  zroC niB tanA  tiB  trenA  aAntenB -eB   tsoC- nnjonA teeAtoC  viB      donB. 
    then   tell   3   child  take CLF   sword   DEM  then  be.at   LOC    mountain  wait 
 「そこで彼の息子に、剣を持って山のふもとで待つように言った。」『龍がもたらした水源』 
 
2.2.7 heeBntronA, taAntronA, taAzreeBntronA 
 これらの３つの形式には、方言的な違いが含まれている様子であるが、詳しいことはわからない。
本稿のメインコンサルタント（現在 70 歳台）は、taAzreeBntronA を多く使用すると報告する。この語
は、ある事物（３次元的な容器や２次元的な平面）の内部の位置、さらに比喩的な領域の内部の位置
を表す。まず、事物の内部の位置の例をあげる。 
  
 (15) niB piB   aAtaC  tiB   tuC   npaC  pyuByyuA  qoC  heeBntronA  zruC. 
     3   hosue  sister   take  obtain CLF   rapeseed   QO  LOC       clothes 
 「その娘は菜種をつかんでポケットの中に入れた。」『山姥（一）』 
 
次に、比喩的な領域の内部の位置の例をあげる。 
 
 (16) khenB’tinC’  kanBnaB  -moA  taAzreeBntronA -nonB  niB,  maA teeA-   tsaB  naA. 
     definitely    1PL      MO   LOC          DEM   FLL  exist  NMLZ  bad  human 
 「俺たちの内部に悪い奴がいるにちがいない。」『貴州大戦』 

2.2.8 taApoBntronA 

8 taA-は場所詞が名詞と共起する場合、現れないことがある。ただし、taA-があってもよいとのこと
である。これは、以下の taA-がつく場所詞についても同様に観察される。 
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この語は、１次元的な直線の中間点あるいは２次元的な平面の中心を表す語である。また、比喩的
な発展として、ある期間の中心点を表すのにも使用される。まず、直線的な距離の中間点を表す場合
の例をあげる。 
  
 (17) … teeA-   keA     njenA  -moA  teeAnaA tsoC- mmiA aAhnjoA luB   nnjonA  
          NMLZ  separate  buffalo  MO   human   then  take   bamboo  come  buffalo  
 
 taApoBntronA nploA  nduC  -henA. 
 LOC         hit     leave  PRT 
 「牛を引き離す人たちは、竹を持って牛と牛の間に立って（牛を）たたいて引き離す。」『ミ
ャオ族の年越し』 
 
次に、期間の中心点を表す例をあげる。 
  
 (18) … hlaCcaA poAntronA jonC kanBnaB -moA hmyoA naA    -moA  teeA-    aC   lenA 
        March   LOC      COP 1PL     MO  Miao   human  MO   NMLZ   make field  
 
 -moA   teeAhnaA … teeAhnaA. 
 MO    day         day 
 「三月中旬は、我々ミャオ族が田植えを始める時である。」『ミャオ族の米作り』 
 
2.2.9 taAntranB 
この語は、ある地点の周りを表す語で、日本語での「外、端、脇、隣」などに相当する。ある地点
の周りとは、典型的には、3 次元的物体の外側表面およびその隣接空間、2 次元平面の中心点から見
た端などである。以下に例をあげる。最初の例はコンサルタントによる作例で、車という事物の外側
表面を表している。 
 
 (19) niB -moA  tsheB  coA    jeC  kanB  -moA  tsheB  taAntranB -loA. 
     3   MO   car    collide  hit  1SG   MO   car    LOC     PRT 
 「彼の車が私の車の横腹にぶつかった。」（他的车撞到了我的车的侧面。） 
 
以下はテキストからの例をあげる。次の例は、川岸を川の端と表現している。 
 
 (20) vuAnaA  aC    njaC   qhuB   daA   aAntranB  suC   heA   nbiB. 
     woman  make  meal  deliver  come  LOC     river   scoop  fish 
 「女たちはご飯を作って川岸に届けに来て（自分たちも）魚を掬う。」『殺魚祭』 
 
次の例では、土地の周囲という概念を taAntranB で表現している。 
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 (21) jeB   niB tsoC- muB aC    aAtshzAhwiA  teeApluA-qeA  teeApluA-rwaC  thanC  muB  
     FLL  3   then  go   make  lime          hair-chicken   hair-duck       coal   go  
 
 lonB  qoC  kanBnaB hmyoA naA    -moA  eeBhuA  -moA  taAchoC -moA  taAntranB. 
 bury  QO  1PL     Miao   human  MO   land     MO   place    MO   LOC 
 「彼は石灰と鶏の羽とアヒルの羽と炭を用意して、我々ミャオ族の土地の周りに埋めた。」
『藍秧地主と戦う』 
 
次の例においても同様に、ある平面の端の部分を表している。 
 
 (22) niB piB   huA  taAntranB  maA trenA  ntonC. 
     3   house  land  LOC      exist  CLF   tree 
 
 
2.2.10  ciBdiA「前」 
ciBdiA は、話者中心の表現としては、話者が志向する方向の空間を指す。また、事物が志向性をも
つ場合は、その志向方向先端部分と接する空間を表す表現として物を表す名詞とともに使用する。ま
た、比喩的に、ある時点より以前を指し示す。また、現在を起点とした時間表現 ciBdiA 
hnaA◇◇LOC◇GD\「以前、昔」にも登場する。まず、空間の例をテキストからあげる。次の例では、
ciBdiA は、qaBpiB「家の正面の庭」と接する、家がもつ志向方向の空間、つまり「家の正面の庭の先」
を表している。 
   
 (23) ronA piB   maCpiB      xuB   llanA  konC,  qaBpiB       ciBdiA  trhoB  llanA 
     2SG  house  side.of.house  build  CLF   bridge  front.of.hosue  LOC   build  CLF 
 
 piB,   ronA piB    vuBjaA yyonC  nneA. 
 house  2SG  house   more   good   CLF 
「お宅の脇に橋を架け、お宅の前に家を建てたら、お宅は今よりもっとよくなりますよ。」
『藍秧地主と戦う』 

次に、比喩的な時間を表すものの例をあげる。これは、手順説明の一部であり、ciBdiA は、一連の
手順の最初の部分、すなわち後続の動作より以前の時点を表す。 

 (24) ciBdiA  mmiA onA   zuC  aAnoAmiC. 
     LOC   take   water  soak  bean 
 「まず初めに水に大豆を浸す。」『豆腐の作り方』 
 
2.2.11  taAnghlenA「前面、面前」 
物の志向方向先端部分あるいはそれと接する空間を表す表現として、身体部位を表す名詞
aAnghlenA「人の前面」から派生した taAnghlenA「前面、面前」がある。この語は、それ自身が場所
「彼の畑の端に一本の木があった。」『鳥の教え』
－ 22 －
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詞として用いられる。意味的には、身体部位から比喩的に派生した意義をもつが、動物など人と類比
的に捉えられやすい対象物の志向方向先端部分に限定される様子である。テキストからの例をあげる。 
  
 (25) danB yonA   teeA-   npyaA lanC  lanC  lanC  danB yonA   teeA-   npoA  muA-  
     CLF  dragon  NMLZ  green  look  look  look  CLF  dragon  NMLZ  gray   NEG  
 
 tsuC’jiC’ -seA,  tsoC-  aC    llanA tsonA  kanA  tsoC-  chuB  luB  niB paB   taAnghlenA. 
 attentive PRT   then   make  CLF  FLL   horn   then   fling   come 3   father  LOC 
 「青い龍は、灰色の龍のすきを見て、角を使って灰色の龍を父親の目の前に突き飛ばした。」
『龍がもたらした水源』 
 
2.2.12 teeBqwenA 
teeBqwenA は、話者中心の表現としては、話者が志向する方向と反対側の空間を指す。また、事物
が志向性をもつ場合は、その志向方向と反対の先端部分と接する空間を表す表現として物を表す名詞
とともに使用する。また、比喩的に、ある時点よりも後の時点を指し示す。とりわけ、
teeBqwenAnonB◇◇LOC◇DEM「その後」という表現によく登場する。次の例は、コンサルタントに
よる作例である。 
 
 (26) niB ndzanAlanA kanB -moA  teeBqwenA. 
     3   stand       1SG  MO   LOC 
 「彼は私の後ろに立っている。」（他站在我的后边。） 
 
次の例は、時間を表すものである。
 
 (27) tsonC   njenA   xeA  -eB,   xienB  tsonC   danB njenA   muB aAhoA  teeAeB donB,  
     deliver  buffalo  time  DEM  first   deliver  CLF  buffalo  go   PN     LOC   wait   
 
 toBqwenA  juC   chiC  danB  muB. 
 LOC      again  pull  CLF   go 
「牛を戦わせるときは、まず一頭の牛をアホ（闘牛場）に放してそこで待たせ、その後、別
の一頭を牽いてくる。」『闘牛を語る』 
 
2.2.13  taAndroBroA「背後、裏」 
物の志向方向と反対の先端部分あるいはそれと接する空間を表す表現として、身体部位を表す名詞
aAndroBroA「人の背面、背中」から派生した taAndroBroA「後ろ、背後」がある。この語は、taAnghlenA
「前面、面前」と対をなすもので、それ自身が場所詞として用いられる。意味的には、身体部位から
比喩的に派生した意義を持ち、ある志向性をもつた事物の背面あるいは背後の位置を表す。テキスト
からの例をあげる。 
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 (28) … nnjonA  teeA-   nteC  rwanA  -moA  taAndroBroA -moA  teeAnaA henB- xaB. 
        be.at    NMLZ  jump pipe    MO   LOC        MO   human   very   many 
 「踊りを踊る人たちの背後にたくさんの人がいる。」『ミャオ族の年越し』 
 
2.2.14   aAyoA, taAyoA「左」、 aAnhenC, taAnhenC「右」 
 「左」と「右」を表す aAyoA と aAnhenC は、本来的にはそれぞれ「左手」と「右手」という身体
部位を表す語である。それらから、接頭辞 taA-をともなって、一般的に方向を表す taAyoA と taAnhenC
が派生する。これらはテキストには出現していない。 
 
2.2.15  heeBnaB「（～の）辺り」 
heeBnaB は、指示範囲がやや広いという意味的特徴をもつ場所詞である。他の場所詞と異なり、単
独ではなく、場所を表す名詞か、指示詞とともに用いる。場所を表す名詞とともに用いた場合には「（当
該名詞の指す場所の）辺り」、指示詞とともに用いた場合には、「この辺り」「その辺り」という意味を
表す。以下に、場所を表す名詞とともに用いた場合の例（例 29）と、指示詞とともに用いた場合の例
（例 30）をテキストからあげる。 
  
 (29) tsoC- luB   tshenAniA  jenAtsaiC,  nnjonA  heeBnaB  zonCntronA  -moA  
     then  come  establish   camp      be.at    LOC     PN         MO 
 
 aAsanCtaCphinA. 
 PN 
 「そこでゾンチョンのサンタ―ピンの辺りに陣を引いて駐留した。」『貴州大戦』 
 
 (30) jeB   niB  hanC  kanBnaB …  hanC  kanB  daA   heeBnaB -nonB  tiB …  tseeAleA …  
     FLL  3   call   1PL        call   1     come  LOC    DEM   take   FLL        
 
 llanA  ndraB.  
 CLF   dram 
 「岳父は私にこの辺りに来て太鼓を取って来いというんだ。」『四川の太鼓』 
 
2.3 位置関係の基準 
 第 1 節で述べたように、ミャオ語では、事物に志向性がある場合、話者基準に優先して事物基準を
使用する場合がある。例えば、木や机のような、それ自身に志向性がないと考えられる事物について
は、「木の右側」「木の左側」「木の手前」「木の後ろ」はそれぞれ以下のようになる。 
 「木の右側」     ntonC -moA taAnhenC   ◇木◇MO◇◇右 
 「木の左側」     ntonC -moA  taAyoA     ◇木◇MO◇◇左 
 「木の手前」     ntonC -moA ciBdiA      ◇木◇MO◇◇前 ͻ 

9 ただし、「木の手前」は、ntonC -moA taAnghlenA、「木の後ろ」は ntonC -moA taAndroBroA とも表
現できる。 
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 「木の後ろ」     ntonC -moA teeBqwenA  ◇木◇MO◇◇後ろ 
この場合には、机と事物の位置関係を、話者の志向性を基準に決めている。一方、それ自身に志向
性のある事物である牛や車に関しては、事物の志向性に基づいて表現が決められるようである。例
えば、図１のような形で牛が話者の前にいるとすると、牛に対する位置 A「牛の右側」、B「牛の左
側」、C「牛の手前」、D「牛の向こう側」は、はそれぞれ以下のように表現される。 
 
 
話者の位置 
 
図 1 
A「牛の右側」 
njiA -moA taAhuB        ◇牛◇MO◇◇頭 
njiA -moA taAngghlenA    ◇牛◇MO◇◇面前 
njiA -moA ciBdiA         ◇牛◇MO◇◇前 
B「牛の左側」      
njiA -moA taAqaB        ◇牛◇MO◇◇お尻 
njiA -moA teeBqwenA     ◇牛◇MO◇◇後ろ
C「牛の手前」    
njiA -moA taAnhenC      ◇牛◇MO◇◇右
D「牛の向こう側」    
njiA -moA taAyoA        ◇牛◇MO◇◇左
 
牛が話者に対して正面を向いている場合も、「向かって左側」を njiA -moA taAnhenC ◇牛◇MO◇◇右
と表現し、「向かって右側」を njiA -moA taAyoA ◇牛◇MO◇◇左と表現する。以上から、事物が志向
性をもつ場合、事物の志向性に基づいて表現が決定されていることが示唆される。 
 
3  場所詞句の構成 
場所詞が主要部をなす場所詞句の構成について記述する。 
 
3.1 場所詞と名詞の順序 
 場所詞句を構成する語の語順を見るために、heeBsaA「上」を主要部とする場所詞の構成をテキス
トでの出現例で見てみると以下のようになる。これをみると、場所詞が先行する LOC N の語順がか
なり多いことがわかる。 
 
N なし (heeB)saA 1   
 saA DEM 9 10 0.20 
N LOC N saA 2   
 N saA DEM 5   
 CLF N saA DEM 1   
 N saA N DEM 1 9 0.18 
LOC N saA N 28   
 saA N DEM 1 29 0.58 
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LOC N LOC saA N saA DEM 2 2 0.04 
計  50 50 1.00 
 
意義についてみるために、N LOC 語順と LOC N 語順のテキストでの例を、それぞれ順序を逆にして
確認してみたところ、本稿のメインコンサルタントは両方とも許容し、意義については変化がないと
報告した。しかし、実例上は大きな偏りがあることから、LOC N 語順がより自然に用いられる順序な
のではないかと推測する。これは、LOC が主要部であるとすると、修飾部が後に来るミャオ語の一般
的な順序に合致する。ただし、意義機能上どのような差異があるのかは現段階では不明である。以下、
[N LOC]と[LOC N]の２つの語順について、その特徴をさらに記述する。10 
 
3.2 [N LOC]語順 
 名詞が先行する[N LOC]という語順においては、さらに指示詞が付いた[N LOC DEM]という形が可
能である。名詞は類別詞がなければ指示詞と共起できないので、指示詞は場所詞を主要部とする場所
詞句と共起していると考えるのが妥当である。一方、三者の構成関係については、[N [LOC DEM]]の
ように名詞が後続の場所詞句を修飾する構成も、[[N LOC] DEM]のように名詞が場所詞を修飾する構
成が場所詞句をなし、それに指示詞が結合する構成も考えられる。 
興味深いのは、[CLF N saA DEM]という、類別詞が共起する構成である。場所詞句は類別詞と直接
共起しないとすると、[[CLF N] saA DEM]という類別詞句が場所詞（句）を修飾する構成が考えられ
る。例えば、次の例に見られる、ntsoC aAhnjoA heeBsaA -eB「その（一株の）竹の上」がそれである
（「一株の竹」は文脈上既出の事物）。 
 
 (31) tsoC- nbuA  danB nqaA taA-    qloA  -nonB  nnjonA aAhuB-qhoBloA  saA  -eB   riA  
       then  see    CLF  dove NMLZ  white DEM   be.at   head-well       LOC DEM  chirp 
 
 … nnjonA  ntsoC  aAhnjoA  heeBsaA -eB   riA. 
    be.at    CLF   bamboo   LOC    DEM  chirp 
 「すると、白いハトが井戸の上で、…その竹の上でさえずっているのが見えた。」『招魂』 
 
これは、以下の聞き取りによる例のように、類別詞句と場所詞の間に、修飾標識-moA が介在する構
成が許され、意義的にも大きな差がないというコンサルタントによる判断によっても支持されると考
えられるかもしれない。 
 
 (32) trenA ntonC heeBsaA -eB   maA danB  nnenA. 
     CLF  tree   LOC    DEM  exist  CLF   snake 
 「その木の上に一匹の蛇がいる。」 
  

10 LOC N LOC は、2 つの場所詞句の並列だと思われるが、本稿ではこの構成については不明として
おく。 
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 (33) trenA ntonC -moA  heeBsaA -eB   maA danB  nnenA. 
     CLF  tree   MO   LOC    DEM  exist  CLF   snake 
 「その木の上に一匹の蛇がいる。」 
 
3.3  [LOC N]語順 
次に、[LOC N]という語順の場合であるが、さらに指示詞が付いた[LOC N DEM]の場合、指示詞は
名詞とだけでは単位をなさないので、名詞が場所詞を修飾し、それに指示詞が付いた形、[[LOC N] 
DEM]という構成であろうと考えられる。この構成において、場所詞を修飾する位置にある名詞は、
類別詞と共起することができない（*heeBsaA llanA troA -eB◇◇LOC◇CLF◇table◇DEM「（意図する意
味）その机の上」）。逆の語順では、先ほど見たように、類別詞句は場所詞を修飾できる。このことは、
この語順においては、場所詞と名詞の関係が形態論的な複合に近いことを示唆する。 
 
4  場所詞句の統語的振る舞い 
 場所詞句の統語的振る舞いについては、場所詞句が動詞項資格者であること、名詞句や関係節の修
飾を受けることが注目される。 
前者については、すでに第 1 節で述べたように、場所詞は、存在動詞 maA「ある」の前、動詞 nnjonA
「～に位置している、住んでいる、座っている」、直示移動動詞 muB「行く」、daA「来る」、luB「来
る」、あるいは文法化した動詞 qoC「～に位置している」の項としてこれらの動詞の直後に表れる。第
2 節であげた例の多くもこれらのいずれかの例である。これらの位置は、名詞句が一般に出現できる
位置ではない。これらの位置に出現できる名詞は、「場所」「家」「部屋」などの場所を示すと理解され
やすいものか、場所を表す固有名詞に通常限定される。しかし、これらは名詞の一部であることは間
違いなく、場所詞がその一部の名詞と重なる分布を示すことは重要である。
また、これ以外に、コンサルタントによる作例ではあるが、動詞の被動者項としても現れることも
可能な様子である。 
 
 (34) niB  quA  teeAnonB. 
     3   beat  LOC 
「彼はここをたたいた。」 
 
 (35) niB quA  aAtroA taAntranB. 
     3   beat  table   LOC 
 「彼は机の端をたたいた。」 
 
 
 (8) danB wwuB     teeAtanA  tsoC-  tiB   qaB       muB qoC  wwuB    teeA-   hluA 
    CLF  son-in-law  small     then   take  excrement  go   QO  son-in-law NMLZ  big   
 名詞句の修飾については、例(8)に例がある。以下に再掲するが、ここでは wwuB teeA-hluA「一番上
の義理の息子」という名詞句が、修飾標識の-moA を介して、saA choC「ベッドの上」という場所詞句
を修飾している。 
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 -moA  saA  choC. 
 MO   LOC bed 
 「一番下の義理の息子は、大便を持って行って一番上の義理の息子のベッドの上に置いた。」
『トウモロコシの芯を贈る』 
 
また、コンサルタントによる作例ではあるが、関係節が場所詞句を修飾することもできるようである。 
 
 (36) nthonCnaB nnjonA -moA  heeBsaA -eB   cinBsanA chyeB   onA. 
     3PL       be.at   MO   LOC    DEM  often     short.of  water 
 「彼らが住んでいる上の方ではしばしば断水がある。」（他们住的那个上面经常缺水） 
 
以上のように、場所詞句は名詞句と共通の統語的振る舞いを見せる点が指摘できる。 
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Locatives in Lan Hmyo 
 
Yoshihisa TAGUCHI 
 
  In Lan Hmyo, a Hmongic language spoken in Guizhou, a group of words can be identified based 
on their common behaviors. In this article, the author calls the group of words “locatives”. They 
indicate some behaviors similar to nouns, e.g., they are an argument licensee, and they can be 
modified by a noun or a relative clause. However, they are distinguished from nouns in that they can 
constitute a syntactic unit with demonstratives, but they cannot constitute a unit with classifiers. This 
article describes some typical semantic and syntactic features of this group of words using texual data 
and elicitation data collected by the author. 
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